高知県教育委員会　会議録

平成２３年２月定例委員会

場所：教育委員室

（１）開会及び閉会に関する事項

　　開会　平成２３年２月１５日（火）１３：００
閉会　平成２３年２月１５日（火）１７：２０
（２）出席委員及び欠席委員の氏名

　　出席委員　教育委員長　　　　　　小島　一久
委員　　　　　　　久松　朋水
委員　　　　　　　北添　紀子
　　　　　　　　　委員　　　　　　　竹島　晶代

委員　　　　　　　八田　章光

委員（教育長）　　中澤　卓史

　　欠席委員　　　　　　　　　　　　なし
　　　　　
（３）高知県教育委員会会議規則第９条の規定によって出席した者の氏名

　　高知県教育委員会事務局　教育次長（総括）　　　　  東　　好男

〃 　　　　　 教育次長　　　　　　　　　池　　康晴

〃　　　　　　子育て・親育ち推進監　　　佐藤　津矢子
　　　　　　　〃　　　　　　教育政策課長　　　　　　　黒沼　一郎
　　　　　　　〃　　　　　　総務福利課長　　　　　　　稲垣　正順
　　　　　　　〃　　　　　　幼保支援課長　　　　　　　門田　登志和

〃　　　　　　小中学校課長　　　　　　　永野  隆史
            〃　　　　　　高等学校課長　　　　　　　藤中　雄輔

　　　　　　〃　　　　　　特別支援教育課長　　　　　渡辺　豊年

　　　　　　〃　　　　　　全国生涯学習フォーラム推進課長　　 田中　宏治
〃　　　　　　文化財課長　　　　　　　　片岡　博彦

〃　　　　　　教育政策課企画監　　　　　豊嶋　寿昭

〃　　　　　　生涯学習課企画監　　　　　渡辺　憲弘

〃　　　　　　教育政策課課長補佐　　　　岡村　一良

〃　　　　　　教育政策課課長補佐　　　　唐岩　隆之

〃　　　　　　生涯学習課課長補佐　　　　村岡　盛志

〃　　　　　　ｽﾎﾟｰﾂ健康教育課課長補佐　 西岡　毅

〃　　　　　　人権教育課課長補佐　　　　野瀬　幸雄

〃　　　　　　教育政策課教育企画担当ﾁｰﾌ　　 中島  勝海（会議録作成）
　　　　　　　〃　　　　　　教育政策課主幹      　　　田中　　健（会議録作成）
（４）議事の大要及び教育長等の報告の要旨

【冒頭】

　　委員長　２月定例委員会を開催する。本日の議案は、付議第３号から第７号が２月県議会提出予定の報道解禁前の議案のため、付議第８号が個人に関する情報を含む議案のため、付議第９号及び第10号が人事に関する議案のため、それぞれ非公開として取り扱うこととする。賛成の委員は挙手をお願いする。

　各委員　全員挙手

委員長　それでは、付議第３号から付議10号までは非公開の取扱いとする。

　教育長　（提案説明）

【付議第１号　高知県立学校の管理運営に関する規則の一部を改正する規則議案　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（高等学校課）】
○高等学校課長説明
○質疑

	北添委員
事務局
北添委員

事務局

教育長

小島委員長
事務局

小島委員長

事務局
小島委員長

各委員

小島委員長
	学校におけるお金の取扱いは口座引落しがメインか。
一括して年度初めに納入いただく校務費などは口座引落としであるが、部活動費等の場合、現金を預かることが多く、不祥事に繋がることから、今回、必ず金融機関を通すよう規定した。
全部口座引落しにはできないか。
少額の場合、集めざるを得ない面がある。

資料7pの「団体費会計」は本来学校がやるべき仕事ではないが、

小規模のPTAなどの場合（管理が）曖昧な実態があり、（学校が）引受ける限りは、きっちりしたルール作りに至った。

　今回はごく基本的なルールを整備したもので、今後浸透していけばレベルを上げていきたい。

明確に位置付けることにより、今後万一お金を持っているときに災害に遭えば公務災害として取扱うこととなるか。

規則に位置づける以上、公務として取扱う。

会計は本来教員の業務ではない。事務方に引き継ぐような仕組みとしているか。
色々議論はあったが、部活動費等必ず事務方がチェックを入れる形にしている。
是非、事務方が教員を支援する仕組みにしてもらいたい。
本事件の議決を求める。賛成する委員は挙手をお願いする。

全員挙手

本事件を原案のとおり議決する。



【付議第２号　高知県立青少年センターの設置及び管理に関する条例施行規則の一部を改正する規則議案（生涯学習課）】

○生涯学習課課長補佐説明

○質疑

	教育長
小島委員長
教育長

八田委員

事務局

小島委員長各委員

小島委員長
	県立学校は「原則として」敷地内は全面禁煙である。
青少年センターは、現状どのような取扱いか。

敷地内の特定場所で喫煙が可能。全面禁煙にすると、入口付近で喫煙する者が出てくる可能性もあるが、立地場所から考えて、学校ほどは近隣の迷惑にならないのではないかと思っている。

　もう１箇所の改正は、行政サービスの観点から、利用許可申請書等を押印不要としたもの。

施設内全面禁煙にあたって、青少年センター職員から意見はなかったか。

特にはない。
本事件の議決を求める。賛成する委員は挙手をお願いする。

全員挙手

本事件を原案のとおり議決する。



【付議第３号　平成23年度高知県一般会計予算等に係る意見聴取に関する議案（教育政策課、総務福利課、幼保支援課、小中学校課、高等学校課、特別支援教育課、生涯学習課、文化財課、スポーツ健康教育課、人権教育課）】

○教育政策課長が一括して説明

○質疑

	教育長
教育長

小島委員長

教育長

久松委員

事務局

事務局

久松委員

教育長

八田委員
教育長

小島委員長各委員

小島委員長
	新図書館整備事業費については当初予算に計上していたが、国においてこれまで光の当たらなかった行政分野を対象にした交付金が創設され、図書館が対象となったことから、財源対策として2月補正予算に計上したもの。
（教育長から平成23年度の組織改正について説明。）

　高等学校の再編は本当に大変。大規模校が6校いらなくなるほどの生徒数減。地域性も考えると、非常に難しい判断を迫られる。
高等学校に老人ホームなど福祉施設をくっつける方法もある。

定時制高校で社会人に学びの場を提供する事業も考えているが、地域では色んな発想をしていかないといけない。

資料に教員の人数が記載されていないが、増減を知りたい。

小学校で139減の3,481人。中学校では増減がなく2,080人。全日制高等学校で19減の1,638人。定時制高等学校で9減の314人。特別支援が31増の762人で見積もっている。

この数字は当初予算同士の比較となる。当初予算は前年12月時点の推計人数で見積り、異動や退職等による必要な調整は当該年度の12月補正で行っているため、実際の人数とは異なる。

この人数に事務局や図書館等の数が加わることとなるか。
そうなる。また、正確な教職員数については、別途毎年行っている統計調査で把握できる。

資料1p「平成23年度当初予算総括表」の「特定財源」欄の表記のルールを教えてほしい。

（国）は国費、（手）は手数料、（入）は基金などからの繰入金、（諸）は諸収入で例えば労働保険料の自己負担分など、（使）は使用料収入で例えば教育センターの目的外使用に係る使用料収入などである。
本事件の議決を求める。賛成する委員は挙手をお願いする。

全員挙手

本事件を原案のとおり議決する。



【付議第４号　地方自治法第203条の２に規定する者の報酬及び費用弁償に関する条例及び知事等の給与、旅費等に関する条例の一部を改正する条例議案に係る意見聴取に関する議案（教育政策課）】

○教育政策課長説明

○質疑

	小島委員長
事務局

小島委員長各委員

小島委員長
	第4条第3項「病気その他の事由により職務を執行することができない状態となったときは、当該状態である間を除いて報酬を支給する。」の規定は、定例会を欠席した場合などが該当するか。
そうではなく、一定期間全く業務にタッチできない状態となった場合をいう。

本事件の議決を求める。賛成する委員は挙手をお願いする。

全員挙手

本事件を原案のとおり議決する。



【付議第５号　知事等及び職員の給料等の特例に関する条例議案に係る意見聴取に関する議案（総務福利課）】

○総務福利課長説明

○質疑

	久松委員
教育長
久松委員

教育長

久松委員
教育長

小島委員長各委員

小島委員長
	条例制定の目的に「厳しい経済状況及び財政状況」とあるが、それを判断する基準は何か。
特にはない。だんだん減額幅を緩和してはいる。

財政的な指数など具体的な基準なく感情的に減額していると、元に戻しにくくはならないか。

明確な基準は作れないと思う。また、本県は財政状況が好転しているが他県はまだ厳しい。その中で率先して減額をやめるのは難しい。
明確な判断基準を設けるべきとは思う。また、個々の職員の給料にしても、人件費総額と一人あたり単価は分けて考えるべきと思う。

公務員の場合、人事委員会の勧告に基づいており、全国的に大差はない。本県は県民一人あたりの職員数が全国で2番目に多い。随分削減してきたが、本県の地形上、出先事務所などどうしても人員が必要となる。

また、これまでの人件費削減額は100～120億円ほどに達する。

個人的には、来年ぐらいで減額は最後になるのではないかと考えている。
本事件の議決を求める。賛成する委員は挙手をお願いする。

全員挙手

本事件を原案のとおり議決する。



【付議第６号　高知県県立高校通学支援奨学金貸与条例の一部を改正する条例議案に係る意見聴取に関する議案（高等学校課）】

○高等学校課長説明

○質疑

	小島委員長
事務局
小島委員長

事務局

小島委員長各委員

小島委員長
	この条例ができたのは学校の統廃合によるものか。
大栃高等学校の閉校をきっかけに作られた制度である。

この奨学金の現時点の貸与者数はどれぐらいか。

今年度当初では、物部村で2名、仁淀川町で6名の計8名だったが、その後物部村の2名が高知市に転居したことから、現在は6名に貸与している。
本事件の議決を求める。賛成する委員は挙手をお願いする。

全員挙手

本事件を原案のとおり議決する。



【付議第７号　高知県暴力団排除条例の施行に伴う関係条例の整備に関する条例議案に係る意見聴取に関する議案（生涯学習課・スポーツ健康教育課）】

○生涯学習課長が一括して説明

○質疑

	各委員
小島委員長各委員

小島委員長
	特になし
本事件の議決を求める。賛成する委員は挙手をお願いする。

全員挙手

本事件を原案のとおり議決する。



【付議第8号　平成22年度高知県児童生徒表彰（追加）受賞者の決定議案（教育政策課））】

○教育政策課長説明

○質疑

	
	【非公開議案】




【付議第９号　平成22年度指導を要する教職員の改善の程度の認定及び処遇議案（教育政策課・小中学校課）】

○教育政策課企画監説明

○質疑

	
	【非公開議案】




【付議第10号　平成23年度指導を要する教職員の認定及び処遇議案（小中学校課・教育政策課）】

○小中学校課長説明

○質疑

	
	【非公開議案】




（５）議決事項

　　付議第１号から第10号　　　　　　原案のとおり議決
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